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じゃ口をひねると、ほとばしり出る

きれいな水。あまりにも私たちの身近

にあるため、つい水のありがたさを忘

れがちです。しかし、私たちの生活に

なくてはならない水。この機会にもう

一度、水の大切さを考えてみませんか。

水道週間は、健康で文化的な国民生

活や様々な社会活動を支える水道につ

いて、利用者の理解をさらに深め、水

道事業の今後の発展のために厚生労働

省や各自治体が連携して広報活動等を

実施するものです。

問合せ 水道局�３２－７１９４
Eメール　suido@city.yatsushiro.lg.jp

八
代
市
（
旧
八
代
市
域
）
は
地
下
水
に
恵

ま
れ
て
い
る
た
め
、
個
人
井
戸
が
多
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
そ
の
地

下
水
も
水
質
汚
染
や
塩
水
化
が
、
一
部
の
地

域
で
進
ん
で
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
上
水
道
の
水
質
検
査
を
定

期
的
に
行
い
、
水
質
管
理
に
万
全
を
期
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
上
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
地
域
で
は
、
上
水
道
を
使
用
す
る
の
が
一

番
安
全
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
上
水
道
は
、

水
量
を
集
中
し
て
管
理
す
る
た
め
、
戸
々
の

井
戸
を
使
用
す
る
よ
り
節
水
効
果
が
あ
り
、

地
下
水
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

八
代(

古
麓
町)

・
松
江
城(

市
役
所
敷
地)

・

建
馬
・
新
開
・
高
田(

本
野
町
、
日
奈
久
地

区
へ
送
水)

の
５
か
所
の
水
源
地
の
井
戸
か

ら
く
み
上
げ
ら
れ
た
水
は
、
消
毒
し
て
、
み

な
さ
ん
の
家
庭
へ
送
ら
れ
ま
す
。

こ
の
水
源
の
水
は
、
水
質
基
準
50
項
目
す

べ
て
に
厚
生
労
働
省
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
安

全
で
お
い
し
い
水
で
す
。

※
水
質
検
査
結
果
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

水
道
局
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市のホームページアドレス
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/
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台
風
な
ど
の
災
害
で
停
電
し
た
場
合
、

家
庭
の
井
戸
水
は
、
く
み
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
上
水
道
は
、
非
常
用
の
自
家

発
電
装
置
を
備
え
て
い
る
た
め
、
断
水
す

る
こ
と
な
く
供
給
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

現
在
、
家
庭
の
地
下
水
が
良
好
な
家
庭

で
も
、
非
常
用
と
し
て
上
水
道
を
ご
利
用

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

近
く
ま
で
配
水
管
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
に
、
ご
家
庭
ま
で
配
水
管
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
区
域
の
人
で
、
上
水
道
の
使
用

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
水
道
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

八代市には下記の水道事業があります（取扱は合併前と同じ）。対象地域の担当課まで問い合わせください。

八代市水道局（旧八代市域） �32-7194

八代生活環境事務組合 �62-2049

（千丁町・鏡町・東陽町及び泉町の一部）

坂本支所市民環境課（坂本町） �45-2211

東陽支所市民環境課 �65-2111

（箱石地区・河俣地区）

泉支所市民環境課（泉町） �67-2111

水道水は、公道の下に埋められた配水管を通して各家庭に送られています。この配水管から各家庭に
引き込まれる給水管や止水栓、メーター、給水栓（蛇口）などを総称して「給水装置」といいます。
団地やビルなど高い建物の場合は、受水槽のボールタップ（水を自動的に出したり止めたりする装置）
までが給水装置です。
この給水装置はみなさんの所有物であり、新設や改造、修理の費用はみなさんの負担になりますので、
大切に管理してください。


